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レガート
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レガートは、連続した２つのノートを切れ目なくつなげて演奏する機能。例えば、以
下のようにピアノロール上で複数のノートが重なって入力された場合、モノシンセ
かポリシンセか、レガート機能がオンかオフかによって挙動が変わってくる。



モノシンセ：レガートなしの場合
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l 新しいノートが発音されるたびにエンベロープがトリガーされる
l 最も後発のノートがノートオフされたらその時点で音が止まる



モノシンセ：レガートありの場合
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l エンベロープがトリガーされるのは最初の１回のみ
l 以後は同じエンベロープの中で音程のみが変化する
l 最も長いノートがノートオフされるまで、原則として音は鳴りやまない



ポリシンセの場合
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l 打ち込んだとおりに和音で再生される
l エンベロープは各ノートごとにトリガーされる



グライド（ポルタメント）
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グライドとは、レガートでつながっているノートの音程を滑らかにつなげて演奏する
機能。一般的にいわれている、ポルタメントやグリッサンドと同じような効果を得る
ことができる。



グライドタイム
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グライド機能には、グライドタイムと呼ばれる固有のパラメータがあり、音程が推
移する時間をコントロールすることができる。

■ グライドタイム短め ■グライドタイム長め



グライドを活用したグリッサンドの例
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グライドタイムをうまく調整すると、段階的なスケールを入力するだけで簡単にグ
リッサンドを作り出すこともできる。


